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栗山町 御中 



1 調査概要 

定性的なグループインタビューの実施により、定量調査における数値に表れない、 
栗山町民の地元意識や都市部居住者の移住意識の「ホンネ」の部分を引き出す。 

●調査の目的： ①栗山町に住んでみた人しかわからない、栗山町の「強み・良さ」そして「弱み・課題」を 
         定性的抽出し、これからの栗山町への若者移住促進に向けた仮説の発見・構築を行う。 
        ②栗山町への移住も期待される札幌市の子育て層が感じている都市生活の状況、札幌近郊での 
         暮らしに対する認識やニーズ等を定性的に抽出し、これからの栗山町への若者移住促進に向けた 
         仮説の発見・構築を行う。 
 
●調査方法： グループインタビュー法 
 
  
●調査対象者： ①栗山町在住の既婚子有女性７名（栗山町役場人選による） 
          ②札幌在住の既婚子有男性７名（調査会社による機縁法） 
                       ※機縁法：調査会社のネットワークによる対象者リクルート法 

           
        
●調査内容： インタビューフロー参照  
 
 
●調査場所日時： ①栗山町：栗山町総合福祉センターしゃるるＡＶ室：2016年2月24日（水）18：00～20：00  
 ②札幌市：片岡ビル（札幌市中央区南2西3）５階B会議室：2016年3月２日（水）18：30～20：30 



インタビューフロー 2 
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＜ 栗山町グループインタビューフロー：①栗山町居住者＞  

１．自己紹介 

  （10/10） 

年令、同居家族構成、居住年数、出身地（地元出身かを確認） 

勤務地（世帯主の勤務地） 留意点・論点など 

２．栗山町での

居住状況 

（20/30） 

 栗山町の印象（どんな所か？と質問） 

 イメージ語句連想～ポジティブ／ネガティブ両方聞いてみる 

 栗山町に居住することに関する捉え方 
～気に入っているか？ 前向きな認識で住んでいるか？ 

 栗山町に居住するきっかけ・経緯 

 平日・休日の過ごし方 
～どこに遊びに行ったり・出かけたりしているか 

 栗山町内の施設利用状況・お出かけ状況 

栗山町を気に入って 
住んでいるか 
生活している気持ちは 
前向きか 
 
栗山町居住を選んだ 
理由はポジティブか 

 

どの程度、市内の施設
や人と関与があるか 

３．栗山町で 

生活して 

感じる 

評価 

  （40/70） 

 栗山町での継続居住意向（物理的制約がない前提…） 

 栗山町での生活に対する満足感の有無とその要因 

 住んでいて良かったこと／気に入っていること 
     不満なこと ／物足りないこと 
⇒メリット、デメリットに関する認識を確認 

 栗山町に住んでいて自慢できる/誇れるなどのレベル 
まで感じるメリットがあるかどうかの確認 
＜視点＞ 

～住みやすさ／生活環境 

～子育て環境 

～自然とのふれあい 

～その他 

 充実させてほしいこと・改善してほしいこと 

 他地域居住者での評価イメージ（どう思われると思うか？） 

満足要因、不満要因 

の整理 

 

 

誇り/自慢というレベル 

でメリットを感じているか 

 

 

 

 

改善要望点は何か 

４．他地域への 

アピール 

ポイントに 

ついての 

考え方 

(30/100) 

 他地域（道内主に札幌）居住者に、栗山町を紹介するとした
ら 
何を伝えるか？ 

 提示したコンテンツに対する評価 
～定量調査で提示した地元施設やコンテンツを提示 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ 

 他地域にアピールできる観光資源としての認識 

 

 

気に入っている理由 

などの確認を行う 

 

 

 

 

 

＜ 栗山町グループインタビューフロー：②札幌市内居住者＞  

１．自己紹介 

  （10／10） 

年令、同居家族構成、居住年数、出身地（地元出身かを確認） 

 留意点・論点など 

２．札幌での 

居住状況 

や経緯 

（30／40） 

 平日・休日の過ごし方 
～どこに遊びに行ったり・出かけたりしているか 

～道内で人気のお出かけ先や観光スポットはどこか 

 札幌市居住のきっかけ、選択プロセス 
～現在地を居住地に選んだ理由・要因 

 周辺地域での居住検討状況 

 道内で転居する場合の希望地域(仕事等の制約は考えず) 

 仮に札幌から転居する際に重視すること（環境など） 

季節ごとの道内スポッ

ト 

 

道内地方への移住の

関心とその理由 

 

３．栗山町に 

ついての 

感想評価 

  （30／70） 

 栗山町への来訪経験 

 来訪形態（目的・来訪場所・利用場所/施設） 

 来訪当時の印象、記憶に残っていること 

 栗山町での居住検討有無（今後転居するとしたら） 

 栗山町で生活する場合のメリット、デメリットに 
関する認識 

 栗山町に関する、現状の印象評価 
＜視点＞ 

～住みやすさ／生活環境 

～子育て環境 

～自然とのふれあい 

～その他 

 欠けている・足りないと思う改善要素 

栗山町との関与度 

を確認したい 

 

 

 

 

４．他地域への 

アピール 

ポイントに 

ついての 

考え方 

(30/100) 

 栗山町で生活する場合のメリット、デメリットに 
関する認識 

 提示したコンテンツに対する評価 
～定量調査で提示した地元施設やコンテンツを提示  
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 ・ ・ 
 

  ・ 

 興味を感じる要素、行ってみたいと思う要素、その理由 

 

 

気に入っている理由 

などの確認を行う 

 

 

 

 

 

 

５．「くりやま

若者シティ

プロモーシ

ョン事業」 

について 

(20/120) 

 本事業対する反応 
～外からみて、いいものに感じられるか？ 

～興味を感じるか？ それはなぜか 

 栗山町に向けての意見・要望 

 

 

 

 

 



対象者プロフィール 3 

1 25
妻（24歳）
３歳（男）

札幌市
東区

出身：岩見沢市
札幌市居住歴：３年半
岩見沢市から札幌へ

関心はある

2 26
妻（24歳）
１歳（男）

札幌市
中央区

出身：苫小牧市
札幌市居住歴：７年
苫小牧市から札幌へ

関心はある

3 36
妻（34歳）
３歳（男）

札幌市
白石区

出身：札幌市 関心ない

4 30
妻（27歳）
０歳（男）

札幌市
手稲区

出身：池田町
札幌市居住歴：５年
紋別市から札幌へ

関心ない

5 32
妻（34歳）
３歳（女）・０歳（女）

札幌市
北区

出身：赤平市
札幌市居住歴：３年
深川市から札幌へ

関心はある

6 37
妻（36歳）
小２（女）・５歳（女）

札幌市
豊平区

出身：旭川市
札幌市居住歴：１０年
留萌から札幌へ

関心はある

7 39
妻
小４（女）・小１（男）
３歳（女）

札幌市
東区

出身：厚岸町
札幌市居住歴：８年
中標津から札幌へ

58歳で退職後、
ニセコ町への移住
を希望

№
（略称）

年齢 同居家族 住所 移住意向・関心有無居住歴

①栗山町居住者 女性 ②札幌市内居住者 女性 

1 35
主人
小４（女）・小２（女）

角田 出身：栗山町

2 30代
祖母・父・母
主人
４歳（女）・２歳（男）

角田
出身：栗山町
　　　　（７年位月形町に在住）

3 40
主人
中２（女）・小６（女）
１歳半（女）

角田
移住者（新規就農）
出身：横浜市
栗山町居住歴：２年弱

4 33
主人
小５（女）・小２（女）
保育園年長（男）

継立
移住者（新規就農）
出身：浦河町
栗山町居住歴：４年（札幌から）

5 30
主人
小１（男）
保育園年中（女）

継立
出身：長沼町
栗山町居住歴：７年

6 32
主人
小４（女）・小１（男）
保育園年中

栗山
出身：栗山町
　　　　（１年位千歳市に在住）

7 32
主人（旭川単身赴任中）
小１（男）・２歳（女）
保育園年中

栗山
出身：長沼町
栗山町居住歴：１０年

年齢
№

（略称）
居住歴小学校区同居家族



提示素材（栗山町の資産）① 4 



提示素材（栗山町の資産）② 5 



調査結果 

6 



１－１．栗山町居住者（既婚子有女性）にとっての『栗山町の強み』 7 

・きのこ、山菜採りや川遊びなど自然と戯れる 
・施設が整っているわけではないが、「何もない」のが 
 子供にとっても楽しそう 
・札幌を含めて道内各所へ行きやすい 
・千歳にも近く、道外へのアクセスも良い 
・長沼町には北洋銀行が無いので栗山町へ 
・ある程度の物資は栗山町で手に入る 
・以前住んでいた月形に比べれば「栗山町は都会」 

・子供が一人で遊びに行くのも子供も楽しそうだし、周りの
人も子供を見てくれている 
・学校行事も自然の中で子供が楽しめるものが多い 
・子供が少ないせいもあるが、一人ひとりにスポットライト
を当てて、個人として認識しれくれる。子どもも喜んでいる 
・栗山町ではあまり学習塾やお稽古事に活かせている、と
いうのも聞かない。札幌だと子供がたくさんいると教育費 
 などでお金がかかりそう。 

・栗山町に移住を決めたのは、栗山町の「人が良い」から
（他所から来た人にもにこやかに応対してくれる） 
・近所のお年寄りや中高生も子供の面倒を見てくれる 
 雰囲気がある、町全体につながりを感じる 
 

栗山の子育て女性が感じている『栗山町の強み』は「栗山町民の人の良さ」と「程よい田舎的環境」。 
その２つの要素が「子供の住みやすさ・子育てのしやすさ」を形成しており、子育て層に生活の満足感
を与えている。 
町内で足りないものは「町を出て町外で済ませる」のが前提。日常生活の不便は感じていない。 
栗山町への愛着も強く、町での生活に対する満足度も全般的に高い様子がうかがえる。 

栗山町民の「人の良さ」 

栗山町は「程よい田舎（自然と適度な利便性）」 

・日常の買物は町内スーパーで事足りるし、ネットショッピング 
 も使うので不便は感じない 
・週末、子供に外出気分を味わせる（ファーストフードで食事） 
 際は岩見沢、新さっぽろ、江別、北広島へ車で出かける 
・「カラオケ」とかの施設も、栗山町に「ない」というのが当たり 
 前になっている。行きたければ車を運転して町外にでれば 
 どうにでもなると思っている 
・週末に町外に行って遊んで帰ってきて、それで満足 

栗山町内には「無い」のが当たり前。 
無いものは他地域・他の方法で済ませるもの 

・日曜しか休みが無いのでやる
ことが多い 
・子供が学校で楽しそうだから、
休日に特に出かける必要を感じ
ない 
・子供に「休みの日に遊びに連
れて行って」と言われたことが無
いから、遊びに行くところが無く
て不便だと感じたことがなかった。 
 

子供が住みやすい・子育てしやすい栗山町 



１－２．栗山町居住者（既婚子有女性）にとっての『栗山町の弱み』 8 

生活者視点として、栗山の子育て女性が感じている『栗山町の弱み』は地方生活の不便さの中でも
「医療に関する事」。特に子供の病気が多い世代のため、頻繁に病院に行く必要があるのに、いちいち
市外へ出ないといけない場合が多く、不便を感じている様子がうかがえる。 
また、自家用車での移動が前提となっているため、子供の通学の不便さや老後の移動の不安も。 

栗山町内の医療の不便さ 

・町内にファミレスやフードコートが無いので、子供に安価で 
 外出気分を満喫させる場所がない 
・子供に習い事をさせたくても良い所が少ない 
 
 
・子供が冬に遊べるような施設（体育館）が無い 

・子供の医療費が高い（小学校へ上がると補助が無くなる） 
・町内に病院が無い（利用頻度の高い耳鼻科や皮膚科が無い 
・町内の日赤病院も診療科によっては午前しかなく、子供を早退 
 させないといけない 

地方なのに安くない水道代・家賃 

・他の町よりも家賃が高め（銀行員や学生の出入りで住宅ニーズ 
 もあるので、家賃が高い） 
・水道代が高すぎる（東京都の３倍）高い理由を広報でも読んだ 
 が高いものは高い 

・中学の通学が不便（町内バスが整備されていない） 
・車は必須、車が無いと生きていけない 
・今は栗山町を出るつもりはないが、老後、車の運転ができなく
なったり動けなくなったことを考えると不安。 
・日出や東山（町の郊外）辺りだと、老後に一人で住み続けるに
は厳しそう、不便になる 
・町内のコミュニティバスや都市間移動のバスやJRの本数を増
やさないと運転しない人は大変かもしれない 
 

公共交通機関の不備 

子供のための施設が不足 

※子供の習い事はあまり必要ないとする意見もあったが、行かせよう 
  と考える人には、町内だけでは不十分となる 

※休日も子供たちは町の施設（改善センター）で友達と過ごしている 
  が、冬場、外遊びができない期間は遊び場が少ない 

自分だけの事であれば、田舎での多少の不便さはカバー出来ても、
子供（特に医療）の事となると、不満に感じている様子。教育や遊
びなどの子育ては地方なりのやり方はあっても、医療に関しては、
老人のみならず、子育て世代にとっても重要なテーマであることが
わかる。 
 
その他、自分達が利用するという前提ではないが、「由仁町のカ
フェ、長沼にはスープカレーがあるのに、栗山にはこじゃれたお店が
ない」「シ・サワットと前田くらいしかケーキ屋がない」という意見も
聞かれた。 

・日出のスーパーが欲しい（継立のセブンイレブンは地元の人が 
 たくさん利用している） 
・町内どこでもインターネット光回線が使えるようにして欲しい 

町内全域で不便の無いインフラ環境 



１－３.栗山町居住者（既婚子有女性）から見た『栗山町の資産・魅力』 9 

・「雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス」は自費では 
 ちょっと高い。学校行事でやっておいで、という感じ 
・「栗山天満宮例大祭」は町外から人が押し寄せる 
 人気のお祭り 
・「角田獅子舞かがり火舞」は角田界隈の人にとっては 
 年末の行事としてなじみ深い存在 
・「きびだんご」「栗まんじゅう」は昔からの馴染み深い 
 お菓子 
・栗山町に来たらこれを食べなさい！という一押しの 
 地元名物は特にない 
・町内の飲食店で「栗山監督」のサインが無い店はない 
・町外でも「栗山監督の栗山町」と言われるくらい 
 象徴的な人 
・栗山監督は栗山町のイベントによく来てくれ、とても町 
 の取り組みに熱心 

・リストの中に知らないものがたくさんあった 
・栗山町に住んでいても知らないもの、わからないものがたくさんある 
・町民に対しても、町のモノやコトに対する告知が足りていない 

・町の情報は「広報誌」と「口コミ」。子どもを通して知るものもある。 
・町の広報誌ではなく、JAの広報誌から知る場合もある 
・栗山町のホームページは日々の行事やゴミの分別などを確認する 

栗山町の資産について 

定量調査でも用いた「栗山町の４０の地域資産」への評価・感想としては、町民からの「一押し」の地域資
産は特に聞くことができなかった。 
「これは知らなかった」という制度も散見しており、栗山町民に向けて、栗山町の特徴や制度の理解を促す
ことも重要。 
★栗山町民が口コミで栗山町の良さを伝えていくことも、シティプロモーション活動の一環として期待でき・ 
  必要な活動になるため、インナー（町民）向けのシティPRも重要と巻えられる。 
 
★「栗山英樹氏（現北海道日本ハムファイターズ監督）の存在は、町にとって大きな資産と考えられる。 

地元として推奨する、栗山町ならではの 
コンテンツは見受けられない 

栗山町の魅力発掘に対する課題「町民の理解不足＝町のＰＲ不足」 

・他の地域の人は栗山町の制度の良さを知らないこともあるので、  
 （例えば歯科診療無料）そういうことを口コミで伝えるあげることも 
 大切だと思う 

課題解決策：「町民に対する情報発信の徹底による町の理解促進」 

効果として、町民が栗山を理解し誇りに思うだけでなく、他の地域の 
人に町の事を推奨（宣伝）してくれることも期待される 



１－4.栗山町居住者（既婚子有女性）から見た『くりやま若者シティプロモーション事業』 10 

・町として一生懸命やっていることは知っていた 
・新規就農など若い人達を積極的に呼び寄せている 
・農家の人のための婚活をやっている 
 
・町として呼ぶだけ呼んでサポートしないというのであれ 
 ば、町の取組は良いと思う 
・子育てをしながら移住をしてくる人もいると思うので、 
 保育料のサポートなどを町でしてあげると良いと思う 
・クラインガルテンのようなカタチで札幌の人を週末だけ 
 暮らしてもらうやり方もあるのではないか 
 （今ある施設を活用したらよいと思う） 
・洒落た古民家カフェなども外から来た人や中の若い人 
 がやっているケースが多いが、栗山町ではそのような 
 挑戦を手助けするような仕組みがない 
 
・長沼町の「長沼うまうま（長沼町 食ブランドサイト）」は 
 綺麗。同じことをやらないにしても、もっとうまく栗山町 
 をアピールできないか 

栗山町として、若い世代の移住を促進する活動を行っていることは理解されており、町民としても 
「何をすればよいか」がわかり、「できる範囲であれば」その活動に協力することに異論は無い様子。 
 
若者の移住促進であれば「保育などの子育てサポートが重要」と指摘する。 
また「移住者の活動を支援・手助けするような制度や仕組みづくりも大切」だと声も挙がった。 
 
さらにインナー（町民）に向けたPRが不足している一方、アウター（町外）へのPR不足も指摘されており、 
栗山町PR（インナー向け及びアウター向け）の仕組みづくりが今後重要となる。 

栗山町の移住（定住）への取り組みについて 

 
 

栗山町の移住（定住）活動への関与 

・自分として何ができるのかはわからないが、協力する 
 のはやぶさかではない 
・他の地域の人は栗山町の制度の良さを知らないことも 
 あるので、（例えば歯科診療無料）そういうことを口コミ 
 で伝えるあげることも大切だと思う 
 
・栗山町に住むまで「未知の世界」だった。 
・栗山町に住んでみて色々な店があることを知った 
・（長沼町資産リストを見て）それでも、町のことで 
 知らないことがまだ多いことがわかった 

「何をすれば移住促進に役立つのか」が伝われば、町民の参加も 
期待できる。 
 
重要なことは「町の移住への取組」を含めた町民への町のPRの徹底。 
町の制度・町の魅力を町民に理解してもらうことが移住促進への 
第一歩となる。 



２－１．札幌市居住者（既婚子有男性）が札幌（都心部）の住む理由 11 

・大学進学と同時に札幌に住み始め、就職も札幌を希望。 
・高校を卒業すると周囲の同世代の人がなぜかみんな 
 札幌へ出てしまう。 
・仕事に就こう活動した結果、就職難もあって札幌に。 
・札幌には憧れがあった。 
・昔から札幌に来なければ買えないものがたくさんあった 
 ので札幌によく来ていた 
・故郷（苫小牧）より利便性がよいので 
・札幌は利便性が高い(娯楽施設が豊富） 
・高校を卒業して友人と飲食をするようになると、地元 
 （地方）にはそういう場所が少ない 

出身は道内地方でも、（大学）進学や就職などのライフステージの変化に際し、地元では受け皿が 
ないため、札幌などの都市部へ移動するケースが多い。 
 
また、現在の子育てに関しても都心部の利便性（子供の病気の際の体制、子供の進学・習い事、 
子供を遊ばせる施設）を高く評価している上、本人も都会での暮らしに満足している様子がうかがえる。 

進学・就職を機に地方から札幌へ 

大学や仕事がないので地元を離れる他、都心部の利便性、 
都会への「憧れ」も要因となり札幌へ移住 

・札幌にいれば子供の習い事も色々させられる 
・札幌はショッピングモールなど子供が楽しめるところが 
 多いが地方には少ない（主要都市しかない） 
・病院が充実。24時間対応してもらえる 
・中学、高校、大学と学校を選べる 
 
※人の多さに由来する不便さも感じているものの、 
  大きな不満にはつながっていない様子 
・保育所が足りないと聞く 
・イオンのような遊び場は人が多くて自由に遊びづらい 
 時もある 

子育てには地方よりも札幌の環境が良い 

子育てには自然環境の良さも必要だが、「医療」「教育」「娯楽」など 
総合的に鑑みると札幌のような都心部の方が適していると評価 

・自分自身の娯楽（飲食店）が無い場所にはまだ住みたく 
 ない。単調な生活はしたくない 
・紋別で仕事をしていて、札幌に移りたいと思っていた。 
・札幌の暮らしには満足。 

自分自身も都会での生活に満足 

・子供は、何も無くても外へ出れば楽しむので、自然の多いところで暮らし 
 てもよいかな、とも思う 
・子育て時代は札幌が良いが、子育てが終わったらニセコなどの田舎へ 
 移住したいアウトドアを楽しみ、のんびりと暮らしたい 

札幌（都心部）生活支持者が多い一方、「田舎暮らし」への興味
や憧れをもつ人も。移住ターゲットを絞って狙う事が重要か。 



２－２．札幌市居住者（既婚子有男性）が「地方」に住むことへの意識 12 

子供が学校に通ってしまうと移住は難しい。（移住のチャンスは子供が未就学期、あるいは子離れ期） 
子育て世代は「職の確保」が必須のため、移住するとしても、仕事が見つけられそうな都心部（地方都市 
を含めて）を想定。 
移住先としては「実家の近辺」など、親元から遠く離れることは避けると同時に、「土地勘がある」エリア、
メディアなどを通して知っている「馴染みのある・イメージの良い」エリアであることが重要。 

札幌から地方への移住について 

・今は子供も学校に通っているので移住は難しい。最初 
 から田舎暮らしでスタートしていれは問題なかったと思う 
・札幌を離れて移住するなら「函館」。大都市だし、働く場 
 所もありそうだから 
・移住先に必要なものは「仕事」 
・仕事が見つかるなら移住を考えたい 
・都市機能（病院や飲食店）が充実しているところ 
・札幌から２～３時間圏内であればよい（親が札幌に 
 いるので） 
・道外は移住先の視野にはいりづらい。「北海道」からは 
 出たくない 
・子育て時代は札幌が良いが、子育てが終わったらニセコ 
 などの田舎へ移住したいアウトドアを楽しみ、のんびりと 
 暮らしたい 

・移住したいところは「室蘭」。地元の苫小牧から近く、 
 土地勘がある。苫小牧だと親に頼ってしまいそうで 
 避けたい。実家から遠くなるのも良くない 
・函館は街並みがきれいそう。テレビの旅番組で見て、 
 よいイメージをもった 
・十勝は出張で行ってみて食べ物が美味しく景色も良くて 
 好き 
・ニセコは札幌からの近さもあるが、外国人が増えている 
 などイメージがよい。将来感がある 
・美瑛。全国的に有名。おしゃれなイメージがある 
 
 
・札幌に住み続けようと札幌に家を建てたが、今は北海道 
 を出て横浜に住みたいと思っている。最初は札幌に憧 
 れて赤平から札幌に出てきたが、友人のいる横浜に行く 
 ようになったら横浜に住んでみたいと思うようになった 

移住してもよいと思うエリア 

移住は本人だけの問題ではなく「家族」の問題。家族のライフ
ステージのあり方、収入、緊急時の行動等を全てを踏まえ、今
の暮らしがベストか、別な暮らし方がベターかを検討する様子
がうかがえる。 



２－３．札幌市居住者（既婚子有男性）にとっての「栗山町」 13 

・栗山町は車で通りかかる程度の関わりしかない 
・栗山町出身の知人の不幸があって葬式に行った 
 その際小林酒造に立ち寄った程度 
・会社の上司が最近行って、お土産に何かお菓子を買って 
 きた（何だったかは覚えていない） 
・きびだんご、そういえばきびだんごは栗山町だった 
 （言われて気づいた） 
・栗山監督の家がある？ 
・木製品の職人がいて、ダイニングテーブルを作って いる 
 ところがある。一度探しに行こうとした 
・妻の実家が酒好きなので、「小林酒造」へ酒蔵の見学に 
 行った 
・昔、コンサドーレの練習場があったころ、見に行ったことが 
 ある 
・岩見沢に住んでいた頃は、栗山出身の同級生もいたくらい 
 馴染みのエリア 
・（岩見沢に住んでいて）栗山町はJRの本数が少なくて不便 
 住みたいとは思わない 

・「農村景観」は良さそう。写真も撮ってみたい 
・栗山公園の桜や御大師山の紅葉も感動するくらい綺麗なら 
 見てみたい 
・「栗山天満宮例大祭」は友達から大きな祭りがあると聞いた 
 ことはあった（のをリストを見て思い出した） 
・「くりやま夏まつり」や「老舗まつり」だと何のお祭りなのか 
 わかりずらい。写真を見ないとわからない 
・はらへー太のチャーハンも、わざわざ食べには行かないが、 
 美味しそう。老舗で間違いなさそう 
 
・（栗山町の資産リストを見て）栗山町には魅力的なものが多い 
 特に「高校生まで医療費無料」は目を引いた。 
 栗山町への移住も「あり」かもしれない 
・今は子供中心の生活なので、子育て支援が整っているのなら 
 栗山町も良いと思う（ただ不便なのはいやだ） 
 

札幌の人にとって栗山町は「印象が薄い」町。『知人が出身者』等の関わりがない限り、栗山町と言われて 
連想されるものが極めて少ない。（栗山監督の名は挙げられた） 
「言われてみれば‘きびだんご’は栗山町」、「栗山町に上司が最近行ってお菓子を買ってきたが何だったか
覚えていない」など、『栗山町ブランド』が札幌市民には形成されていない様子が伺える。 
 
栗山町として、今後、移住を促進していくにしても、前頁にあるように『移住地として候補に挙がるには、 
その土地の土地勘や良好なイメージが必要』であるため、『魅力的な栗山町らしさの構築と発信』による 
栗山町の認知向上と来訪促進がまずは必要。 
 
栗山町らしさ、それは「農村景観」など、栗山町の自然と子育てに適した環境（制度と人の優しさ）であると 
考えられる。 

栗山町といえば？ 栗山町の資産に関する評価 



２－４．札幌市居住者（既婚子有男性）を移住させるにあたって 14 

・フェイスブックに知人がアップしたものを見て、訪れたり 
 することもある 
・地方のイベントは探していくことがある 
 インターネットや雑誌（じゃらん）で知る 
・大きな花火大会はわざわざ行く（混んでいて大変だが） 
・地方のまつりも行くが、すごく混む。車も止められないし、 
 食べ物の行列もすごい 
・温泉は欲しい。温泉があると立ち寄る 
・南幌町のキャベツ天丼は食べに行った。あのような 
 インパクトがあれば食べに行く 

・高校や大学などがあれば、人も増えると思う 
 
・ファミレス的なお店が欲しい 
 （＝年中無休で深夜まで営業している飲食店） 
・スターバックスなど若い人が好む施設が欲しい 
 
・栗山町にスタバやびっくりドンキーがいっぱいあったら 
 今の栗山町ではなくなるはず。栗山町の良さをわかる 
 人が栗山町に行くべきだと思う 

旅行や食べ歩きなどの情報を探して行動している世代。 
まずはネットを使って町のイベントや食べ物、町の見どころなどを告知し、栗山町の特色を知ってもらい、 
そして来てもらうことが必要。 
 
また、地方暮らしにおいて、ある程度の「不便さ」は仕方ないし、地方暮らしに都市的な利便性までを望ん
ではいないことも伺える一方、生活上の「不自由・不満」を感じさせないような生活インフラ（医療・交通・最
低限の買物ができる場所）は望まれるところである。 
 
町として、あるいは他の市町と連携して、あるいは町民の協力によって、移住者でも栗山町の生活に対応
できるシステムの構築も大事と考えられる。 

栗山町移住へのきっかけづくりに向けて 

まずは栗山町の認知・イメージづくりのための情報づくり 
ネットを活用してイベント・食などでアプローチ 

栗山町移住へのきっかけづくりに向けて 



札幌 
の魅力 

栗山町 
の魅力 

３．総括 15 

自然景観 住んでいる 
人達の人柄 
の良さ 

自然の中で安心して 
子育てができる環境 

地方から出たかった 
都市への憧れ 

適度な田舎 
（自然に溢れ日常の不便も感じない） 

札幌子育て層は「子育てもしやすく、自分が気に入って暮らしている」という傾向が見られ、移住を考えるにしても 
「まずは仕事の確保」が優先される世代のため、移住先も職が探しやすそうな地方都市レベルへの移住を望む傾向が強い。 
 
栗山町に関しては、「栗山町といえば○○」というコアの部分が町内・町外からも不明であり、情報も十分ではないため 
まずは「栗山ブランド（魅力的な栗山町らしさ）」＝「栗山の人と自然による、豊かな子育てのマチ」を発掘・構築し、 
町内外へ浸透させていくことが今後のポイントとなる。 

習い事や進学など 
子育て環境が整っている 

都心部の利便性の高さ 
医療・買物・飲食施設の充実 

仕事が 
見つかる 

①インナー向け・アウター向けの栗山情報のコンテンツ・ツールの整備（WEB、広報誌、小学校を含め、あらゆる情報ルートについて） 
②上記対応を踏まえて「栗山町若者移住促進」の活動を、まずは町民に知ってもらい、町民一体となった「栗山ブランドの形成」を実施 
③栗山情報を発信し、栗山町の知名度と栗山町の魅力をアピール。まずは交流人口拡大を狙う。 
④栗山町の良さを理解し、住みたいと思ってくれるコアなターゲットを町内外のイベント等で発掘し、定住人口拡大へと繋げる 

栗山町の魅力と 
札幌子育て層が 

必要とする環境には 
‘乖離’がみられる 

乖離を踏まえた今後の方向性 


